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令 和 7 年 3 月 1 7 日 

地域リハビリテーション推進課 

 

難聴（ヒアリング・フレイル）啓発の取組みについて 

 

国においては、令和６年９月に策定した高齢社会対策大綱の中で、「加齢に伴

う身体機能・認知機能の変化に対応したきめ細かな施策展開・社会システムの構

築」を目指しており、その１つとして加齢による難聴等の早期スクリーニングや

定期的なケアの必要性の普及啓発を図ることとしています。 

北九州市では高齢者が難聴に関心を持てるよう、難聴（ヒアリング・フレイル）

の啓発を行うと共に、支援者向けに難聴の基礎知識を研修するなど支援者の対

応力向上にも取組んでいきます。 

 

〔主な取組内容〕 

（１）難聴啓発チラシ（市民向け）（別添） 

高齢者やその家族が難聴に気づき、医療機関への早期受診につなげること

を目的に、聞こえのセルフチェックや医療機関受診の重要性、難聴予防の取

組みなどを掲載したチラシを作成し、市民への啓発に活用します。 

 

（２）難聴の基礎知識パンフレット（支援者向け）（別添） 

   高齢者に関わる支援者の難聴に関する理解を深めることを目的に、難聴

の基礎知識や伝わりやすい話し方、機器の紹介などを取りまとめたパンフ

レットを福岡県言語聴覚士協会と協力して作成し、研修等に活用します。 

 

（３）出前講座への講師派遣 

   市の言語聴覚士が、難聴の基礎知識、聞こえのセルフチェック、聴覚補助

機器などを学ぶ出前講座を行っています。 

 

（４）聞こえの相談窓口 

   市の言語聴覚士が聞こえやコミュニケーションの相談を実施しています。 

 

    【出前講座の申込み、聞こえの相談窓口】   

地域リハビリテーション推進課 

     （電話） ５２２－８７２４ 

     （メールアドレス） ho-chiikiriha@city.kitakyushu.lg.jp 
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